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台湾に輸出した本県産りんごの残留農薬検出について 

 

 

先ほどの、取材対応では、資料の準備が遅れ申し訳ありませんでした。 

標記の件について、別紙のとおり情報提供いたします。 
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令和４年１２月２８日 

り ん ご 果 樹 課  

 

台湾に輸出した本県産りんごの残留農薬検出について 

 

１ 経緯 

台湾の貿易会社璉鎰國際有限公司が輸入した本県産「サンふじ」について、台湾行

政院・食品薬物管理署（ＦＤＡ）が残留農薬検査を実施したところ、日本国内で残留

が認められているが、台湾で不検出の農薬成分が検出された。（１２月２７日ＦＤＡの

ＨＰ掲載を確認） 

（１）検査不合格は、輸出事業者が１１月２１日に検査を受けた約１１トン。 

（２）残留していた農薬成分はテトラジホンで、検出量は０．０２ppm。 

（３）当農薬は、日本ではりんご、なし、かんきつなどで登録されているが、台湾の残

留農薬基準では「不検出」とされている。 

 

【農薬成分「テトラジホン」の使用基準等（りんご）】 

① 対 象 害 虫  ハダニ類 

② 使 用 基 準  収穫３０日前まで使用可能 

③ 残留農薬基準  日本：１ppm未満、台湾：不検出 

 

【これまでの残留農薬検査不合格事例】 

① 平成２１年 １月（検出成分：殺菌剤トリフロキシストロビン） 

② 平成２４年 ２月（検出成分：殺虫剤プロチオホス） 

③ 平成３０年１２月（検出成分：殺虫剤スルホキサフル） 

 

２ 今後の対応 

（１）職員を輸出事業者に派遣して、薬剤の散布履歴等の状況を確認する。 

（２）関係事業者・団体に対して、輸出向けりんごに係る残留農薬基準の遵守について、

文書を発出（１２月２８日付）して注意喚起する。 

①通知先 

 台湾向け選果こん包施設責任者（６１事業者）、全農県本部、県りんご輸出協会、

県りんご商業協同組合連合会、県りんご協会、産地市場（弘果弘前中央青果(株)、

(株)津軽りんご市場、中果五所川原中央青果(株)） 

②内容 

ア りんごの輸出に際しては、輸出先の残留農薬基準や輸出向けりんごの防除履歴

を事前に確認すること。 

イ 必要に応じて、残留農薬分析を実施の上、輸出先の残留農薬基準への適合を確

認すること。 

ウ 適切な防除や防除履歴が確認できない場合、または、輸出先の残留農薬基準に

適合しない場合は、当該りんごの輸出は行わないこと。 

以上 

 


